
カ
ハ
ヰ
ジ
シ
ヤ
マ
ウ
シ
ジ
ヨ
ウ
河
井
寺
紅
白
・扶

利
市
が
泌
去
に
引
ろ
凶
ま
で
の
矧

m-引
札
・佐
川
引
を

一
担
阪
が
こ
L

に
開
た
と
い
ふ
。

文
明
八
年
内
巾
九
月
日
制
宅
供
策
策
宗
苛
刊
即
時
・州叫

一
集
録
し
て
、
之
に
闘
す
ゐ
泊
料
そ
も
加
へ
た

4
の
で

一

カ
ヒ
ダ
ジ
ヨ
ウ
貝
田
被

胤
島
郡
上
川
制
的
峨

斡
寺
別
泊
料
鮒

・
耐
林
寺
判
随
一
郎
川市
で
、
縦
訓
引
郎
あ
乙
。

一
宇
一関
川
城
と
い
ふ
が
、
域
引
は
知
れ
ぬ
と
、
文
化
山
一

右
術
門
附

・
利
保
式
協
承
に
犯
川
し
た

t
い
ふ
以
引

力
ハ
ン
コ
テ
ロ
ウ
ジ
ヨ
シ
ヤ
ク
コ
ウ

加
藩
国
老

一
都
上
に
在
る
。

郡
一
川
引
枇
の
同
浪
部
で
あ
ろ
が
、
内
特
に
蜘
ふ
べ
き

一
叙
飽
考

一
司川山。市
品
川
市
次
判
。
川
町
"
柿
老
聞
の
官

一

カ
ヒ
ヅ
ク
シ
ウ
ラ
ノ
ニ
シ
キ
貝
蜜
浦
の
銃

一

瓢

が

多

い

。

付

仙

任

者

で
あ
乙
。

断
級
年
に
担
さ
れ
た
調
花
粉
正

一
加
。
伴
花
昨
日
月
凶
討
。
羽
川
郡
山
来
で
自
問
さ
れ
九

カ
ハ
ヰ
マ
チ

河
井
町

以
雫
郡
愉
応
の
川
内
。
し
、
そ
の
仙
附
け
た
ろ
枠
制
う
た
も
の
o

一
歌
仙
貝
の
闘
に
歌
宇
一
機
へ
て
刑
判
い
た
も
の
で
、
色
刷

以
前
と
河
原
刷
川
と
の
…
耕
作
附
涯
に
あ
ろ
か
ら
、
カ
ヒ
カ
へ
シ
ダ
カ

買
逗
-一品

柿

政
昨
代
に
、
将

一
白
の
木
版
で
あ
る
o
作
花
胞
は
天
保
一
凶
の
阿
川
の
人

も
と
河
合
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
ら

4
0

一
作
の
川
地
内
凶
作
、
町
、
作
人
が
切
耐
し
た
錦
、
そ
の

一
で
あ
る
と
い
ふ
o
外
凶
は
沈
延
巾
大
坂
の
大
以
椛
九

カ
ハ
ン
加
判

年
計
巾
の
政
務
に
脅
加
L
、
端

一
川
取
の
あ
お
い村
の
川
姓
が
山
照
的
す
ら
こ
と
が
あ
る
。

一
が
お
い
た
問
名
の
叫
に
倣
う
た
も
の
。

t
n
h
町
加
へ
る
も
の
奇
い
ふ
o
加
刊
に
任
ぜ
ら
れ
ろ
も
然
ろ
川
は
木
村
に
川
促
し
た
と
川
一
で
あ
ろ
か
ら
・

一

カ
ヒ
ッ
プ
レ
員
潰

臥
所
抑
制
附
川
部
端
的
現
方

の
は
年
計
巾
に
も
家
老
に
も
あ
る
。
年
計
巾
で
は
月
山
一
辿
の
取
-帥
t
M別
し
て
口
返
耐
と
僻
し
た
。

一
指
上
に
割
れ
る
岩
破
。

積
・
加
利
宇
一
同
時
に
命
ぜ
ら
れ
る
も
の

4
あ
旬
、
加

カ
ヒ
ガ
ラ
ヅ
カ

貝
殻
塚

羽
咋
縦
一

つ
山恒

に
在

一

カ
ヒ
フ
キ
貝
吹

以
王
制
本
側
酬
に
臨
す
ろ
部
柄
。

判
脅
命
ぜ
ら
れ
た
後
或
る
期
間
中
1

削
て
L
川
和
に
な

-
九
。
能
川
m
誌
に
、
『
加
担
能
障
刊
の
同
国
は
、
山
手
は
松

一

カ

ヒ

ヤ

貝
屋
割
引
同
都
知
の
内
の
小
字
。

る
も
の
も
あ
っ
た
。
家
老
で
は
何
れ
も

ιにな
っ

て

古

川

1
は
;
収
と
て
あ
り
o
』
と
す
る
が
、
一

ヵ
ヒ
ヤ
キ
パ
貝
雲
、
日

JI立
野
に
在
っ
た。

た
後
に
加
判
荷
命
ぜ
ら
れ
る。

的
に
年
記
川
叶
に
も
家

一
文
化
的
苦

l
L
よ
れ
付
閉
山
拠
出
械
は
嗣
同
の
境
で
は

一
元
政
九
年
の
池
子
同

H
m
Z
F付
に
、
石
引
川
能
川
・

老
に
も
加
刊
に
な
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
。
年
計
巾
は
八

一
な
〈
、
出
松
か
ら
比
五
十
一
九
附
科
隔
て
た
ご
q

屋
村

一
一同
末
貝
艇
場
と
見
え
て
、
も
と
民
放
を
焼
成
し
た
伐

家
に
定
ま
っ
て
ゐ
る
が
‘
そ
の
月
読

・
加
刊
で
あ
っ

!
鮒
で
あ
ろ
と
視
す
お
。

一
に
起
っ
た
地
名
で
あ
る
が
徒
に
叫
肥
え
た
。

た
も
の
弘
之
青
山
山
ぜ
ら
れ
ろ
こ
と
は
一
一
利
の
脱
出
で

一

カ
ヒ
ザ
キ

/
Z
ヤ
ジ
ン
ジ
ヤ
貝
嶋
常
紳
紅

一川
一

カ
ヒ
ヨ
セ
貝
寄

一
加
。
金
相
仰
の
俳
人
間
山
〈
二

あ
っ
た
o

北
川
大
限
に
旧
制
阜
'
ろ
o
式
内
等
部
刑
問
に
、『
民
附

一
代
U

制
。
文
政
冗
年
京
菊
民
主
ハ
術
彼
。
初
に
市
旧
制

カ

ハ

ン

加
藩
加
到
滞
と
い

」
こ
と
サ
ゲ
省
開
し

一
包
訓
枇
O

牧
野
郷
内
大
熊
村
紙
限
O

M

利
也
O
』
と
見

一
の
拾
い
た
撚
秘
の
口
総
が
あ
る
外
、
序
も
政
4
な

て
一
間
続
に
い
」
と
き
に
用
ひ
た
刻
。
滞
米
に
は
加
州

一
ぇ
、
今
は
叩
相
官
附
耐
と
糾
す
む
O

一
ノ
¥
山
に
問
時
代
の
制
旬
荷
集
め
た
に
過
ぎ
ぬ
も
の

拙
仰
と
も
い
う
た
。

一

カ

ヒ

ダ

貝

田

勾
町
市
川
川
木
院
に
邸
す
ろ
主
で
あ
る
o

カ
ハ
ラ
ヤ
マ

ガ
ハ
ン

賀
藩
加
賀
滞
の
こ
と
耽
い
ふ
o
加
滞

一
説。

一

カ

フ

加

府

余
仰
の
城
下
今
一加
府
と
斜
す
九
一
」

る
部
w
m
o

よ
り
も
好
字
で
あ
る
か
ら
佐
々
に
用
ひ
ら
れ
た
o

一

カ
ヒ
ダ
貝
田

珠
洲
加
小
木
の
内
の
地
名
。
能

一
と
も
あ
る
。

カ
ハ
ラ
ヤ
7
h
y
チ
ド
メ
ゴ
ヨ
ウ
河
原
山
口
留
御

一

カ
ハ
ン
カ
ヘ
イ
ロ
ク
加
藩
貨
幣
鋒
ヤ
丸
山
川
o
部

一
号
誌
に
、『小
木
の
一
向
宗
法
融
寺
は
、
昔
は
同
(
閃
と

一

カ
プ
キ

歌
舞
伎

〈
一
〉
歌
鮮
伎
の
初
期
11
滞
初

用

流
永
十
五
年
能
禁
制
下
吉
谷
に
闘
を
設
け
、
原

て
か
さ
一
州
流
行
録
。
森
川
平
次
討
。
加
世
滞
に
於
け
る
い
ひ
て
制
の
山
附
の
附
山
に
在
し
な
り
。
此
所
に
古

一
に
於
い
て
抑
制
又
は
敬
仰
伎
や
撲
と
す
る
者
の
、
他

奥
=
一右
衛
門
に
守
ら
せ
た
が
‘
後
に
間
近
あ
る
そ
以
て
金
銀
貨
幣
及
び
結
幣
製
造
、
日耐鍛
山
策
問
、
ぷ
附
波

一
段
あ
り
。
是
は
此
比
百
の
山
間
あ
ふ
り
て
死
せ
し
が
、
牛
と

一
凶
か
ら
入
。
来
る
を
務
止
し
た
こ
と
は
、
闘い此
十
六

て
制
限
山
に
移
し
、
そ
の
子
は
広
治
二
年
ま
で
勤
め
四
行
代
幣
泊
悶
の
こ
と
等
が
枠
制
に
閉
山
さ
れ
ろ
。
な
り
L
V
H
の
一
抑
止
り
と
い
ひ
似
へ
・
り
o
b
と
記
す
る
。
一

年
七
月
及
び

十
七
年
イ
月
の
法
令
に
、
『
向
然
仙
川

た
o
同
一=
年
加
限
六
兵
衛
、
冗
文
九
年
宇
野
市
左
衛

一

ガ
ハ
ン
ケ
イ
タ
イ
フ
コ
ウ
チ
ョ
ウ

賀
建
卿
大
正
ω

カ
ヒ
ダ
ガ
ハ
貝
田
川

↓
ト
ギ
ガ
ハ
山
川
来
川
o
一
よ
り
か
ぶ
き

・
桁
ど
り
な
ど
制
越
依
共
、

一
切
術
か

門
、
十
三
年
宮
附
市
左
衛
門
、
延
貸
=
一
年
中
村
次
郎
プ
考
機

e
タ
イ
モ
ゾ
グ
ベ
ゾ
明
間
川
出抑。

一

カ
ヒ
ダ
ジ
ヨ
ウ
貝
目
減
刑
羽
岡
地
民
刷
領
に
在

一
L
W、
民
可
鉱
山
富
事
。
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
ら
れ

r
J
K
F

面
、
七
年
州
説
入
、
安
和
元
年
皆
目
置
共
宙
阪
択

一

カ
ハ

y
コ
タ
シ
ヨ
イ
プ
Y

加
藩
園
初
遺
宜

甘
日一
っ
て
、

一
に
械
製
陥
城
と
も
聡
し
、
吉
野
朝
時
代
に

一
る
。
し
か
も
域
中
に
在
つ
て
は
、
臨
長
六
年
前
回
利

下
t
t，か，
i
'
;
;
;
O
z
-
-玉
喜
田

;
i
i
i
EJ
i
l
tい
ふ
も
事
閉
じ
い

O王
E中に
は
福
井

-
R
夫
人
の
入
興
自
盤
、

Ehl
i
i自
己

カ
ハ
l

カ
フ

日
州
政
時
代
で
は
、
情
野
・
市
J

湖
・
山
，
上
・
北
谷
・
巾

地
・
凶
脇
・石
休
掛
・
円刷地
・山
岸
・宅
川
・
一
一J
屈
・杉，

市
・深
川
・
久
手
川

-m舟
大
野
・
惣
稲
・
行
内
の
十

八
ヶ
村
宇
一含
ん
だ
。

カ
ハ
ラ
デ
河
原
出

珠
洲
消
出
産
の
内
の
小

九千。
カ
ハ
ラ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
河
原
兵
庫

尾
張
に
於
い
て

前
川
利
家
に
仕
へ

、
川
区
々
加
帳
せ
ら
れ
て
宇
石
荷
受

け
、
足
料
如
と
な
り
、
天
疋
十
五
年
に
は
川
副
前
腕
耐
石

城
攻
に
先
賢
し
て
川
何
回
同
努
苦
か
ら
円
以
せ
ら
れ
た
。
元

利
二
年
説
。

カ
ハ
ラ
ヒ
ョ
ウ
ゴ
河
原
兵
庫

殴
長
十
二
年
新

知
二
百
十
叩
荷
受
け
、
冗
和
二
年
日
米
兵
山
仲
間
間
後
也
知
千

石
宇
一得
て
自
分
知
そ
除
き
、
究
氷
十
八
年
波
し
た
。

大
坂
刊
役
に
大
手
口
で
尚
一
つ
青
得
た
州
市
人
は
、
こ

の
兵
悼
の
初
併
で
あ
ら
う
と
富
は
れ
る
。

カ
ハ
一
7

7
チ

河

原

町

金
保
の
町
名
。
滞
政
時

代
の
本
町
の
一
つ
で
、
も
と
後
川
原
川
と
い
う
た
。

小
れ
臼
記
に
も
、
卒
保
十
入
年
四
月
什
六
日
何
回
路
川

av
L
V
'
 

よ
り
出
火
、
川
原
則・
後
川
原
町
・
大
工
町
類
焼
と
あ

っ
て
、
首
は
河
市
川
そ
川
原
町
と
い
ひ
、
そ
れ
に
卸

し
て
今
の
河
原
町
を
後
川
原
町
と
い
う
た
の
で
あ

る。

河
原
山

能
楽
加
山
上
郷
に
腐
す

二
O
O


